
いじめ認知のフローチャート 

松戸市立第三中学校生徒指導部 

学校生活アンケートでのいじめ認知 

 

 

 

※生徒の下校までに行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※退勤時までに行う 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※いじめ認知は、毎日の業務の中でも随時行います。（生徒からの訴え、教師の観察、教科連絡ノート

など）いじめを認知した場合は①学年生徒指導に報告。②学年生徒指導が教頭へ報告して下さい。ま

た、指導内容が学年をまたがる場合や S～A ランクの指導の場合、生徒指導主任へも報告して下さい。 

担任は必ず指導した事を加害生徒、被害生

徒ともに保護者へ連絡。 

３か月間は継続支援期間だと認識し、 

毎月必ず声かけを行う。 

指導体制を管理職、生徒指導主任、学年教員で検討し、適切に指導を行う。 

学校生活アンケートを朝読書に実施 

担任が自分のクラスのアンケー

トをチェックする 

学年生徒指導が全クラスのアン

ケートをチェックする 

原則として担任が被害生徒への

聞き取りを行う 

学年生徒指導が管理職へ 

いじめ概要と件数の報告 

アンケート集約用紙に記入 

学年生徒指導がアンケート集約用紙に聞き取り内容

をまとめて教頭と生徒指導主任へ提出 

学年生徒指導が生徒指導部会で報告をあげる。

いじめ解消の 3 か月間の間、声かけをしたかど

うかなど、チェックシートで確認。 


